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令和 6年度 自己評価及び学校関係者評価書 
                                  令和 7年 3月 25日 
                                                                   札幌市立豊平小学校 

１ 本年度の重点目標 

 

   

 

 

 

２ 本年度の経営方針 
 
 
 
３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 
（Ａ:達成できた  Ｂ:おおむね達成できた  Ｃ:あまり達成していない  Ｄ:達成できなかった） 

分野 評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善の方策 
自己評
価の適
切さ 

改善策
の適切
さ 

学
ぶ
力
の
育
成 

課題探求的な学
習の充実に向け、
子ども自らが課
題を見出し、課題
を把握・設定する
ことができたか。 

Ａ 

課題解決・問題解決の学習を取り入
れた部内研や、日常授業を見合う『オー
プンタイム』を教員全員が実施し、一定
の成果があった。新年度は、「自己決
定・自己選択」を取り入れた「単元自由
進度学習」を実践し、子ども主体の「学
習」に授業改善を図っていく。 

Ａ Ａ 

一人一人のよさ
や伸びを認め、自
信をもたせる指
導と評価の一層
の充実を図ること
ができたか。 

Ｂ 

課題探求的な学習の充実と、指導と
評価の一体化に重点を置いてきた評価
が表れてきた。さらに、子どもたちが「楽
しみ」ながら、学びに向かっていくための
工夫・環境づくりを実践していく。 

Ｂ Ａ 

学校関係者評価委員 
            による意見 

今後も、教職員が授業実践や授業改善に取り組み、子どもたちが

主体的に楽しみながら学ぶための環境を整えていく。 

豊
か
な
心
の
育
成 

相手意識を大切
にした言語環境・
日常生活の整備
等、当たり前のこ
とを当たり前に行
う子を育てること
ができたか。 

Ｂ 

 保護者からは概ね肯定的な評価をい
ただいたが、挨拶については、一人一人
が自分のめあてをもって実践できるよ
う、教職員の共通理解のもと、工夫・改
善を図っていきたい。 

Ｂ Ｂ 

相手意識をベース

に、思いやりの心・規

範意識・人間関係を

築く力や社会参画へ

の意識、自己実現を

図ろうとする態度等

の自主性と社会性を

育む特別活動を充

実させることができ

たか。 

Ｂ 

児童活動の一環として、『ふれあい活
動』を実施したが、異学年交流を通して
自主性・社会性をさらに高めていけるよ
う、内容の見直し、改善を図っていく。次
年度は、「ネットモラル週間」を年 2回設
定し、児童の相手意識を高めていくとと
もに、家庭と連携しながら進めていける
ようにする。 

  Ｂ Ｂ 

 
学校関係者評価委員 

による意見 
 

相手意識をもった行動ができるよう、家庭や地域と連携しながら、

共通意識をもって子どもたちの豊かな心を育成していく。 

「自立する力と共生する心の育成」 

‐笑顔があふれる あたたかい学校の創造‐ 

 

○学ぶ力の育成  ○豊かな心の育成  ○健やかな体の育成  〇信頼される学校の創造 
〇特別な配慮を必要とする子どもへの教育 
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 健 
 や 
 か 
 な 
 体 
 の 
育 

 成 

子どもの体力向
上につながる、体
を動かす楽しさや
喜びを味わうこと
のできる体育の
授業を推進するこ
とができたか。 

Ａ 

今年度も 2学期に、跳び箱週間・マッ
ト週間を行い、子どもの運動量を増や
し、運動への意欲を高めることができ
た。次年度は、体育館やグラウンド等で
の活動場所を工夫・改善し、さらに運動
する環境を充実させていきたい。 

Ｂ Ｂ 

望ましい生活習
慣を身に付け、心
身の健康の保持
増進や、自他の生
命を大切にする
態度等を育むこと
ができたか。 
 

A 

ハンカチ・ティッシュの携帯について
は、委員会活動と連携した取組が子ど
もたちの動機づけとなり、成果が表れて
いる。次年度も、保健だより等を活用し、
子どもの実態に合わせた学級での指導
を通し、健康や命について、子どもたち
の意識を高めていく。 

Ａ Ｂ 

学校関係者評価委員によ
る意見 

今後も、運動環境を充実させること運動習慣を身に付けさせるとと

もに、健康や命についての意識を高めていく。 

信
頼
さ
れ
る
学
校
の
創
造 

「全教職員が全
校児童の担任で
ある」という協働
体制と指導力・資
質・能力の向上さ
せることができた
か。 

A 

児童について、職員集会の場で情報
の共有の場や、児童理解を深めるため
の研修の場を設定することで、指導の工
夫・改善を行った。また、チーム豊平小と
して子どもの成長のために同じ方向性
でかかわっていけるよう、共通理解を深
めた。今年度から取り入れた「情報共有
システム」を活用しながら、今後も、一人
一人の子どもたちに寄り添った教育が
できるよう、努めていきたい。 

Ｂ Ａ 

「楽しい」を十分
意識した教育活
動を実施すること
ができたか。 

 

B 

 

子ども一人一人のよさに目を向け、授
業の中で子どもの考えを価値付け、学
習評価の充実を図ってきた。次年度も、
きめ細かな見取りと、子どもの思いに寄
り添った教育活動を継続していく。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員によ
る意見 

一人一人のよさを認め合う場を設定し、子どもの思いに寄り添った

かかわりを大切にしていく。また、「全教職員が全校児童の担任であ

る」という意識を再確認し、今後も教育活動に当たっていく。 

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る     

子
ど
も
へ
の
教
育 

子ども一人一人
の教育的ニーズ
に応じた特別支
援教育を行うこと
ができたか。 

A 

保護者との連携を図りながら、一人
一人の教育的ニーズに合わせた支援
を行ってきた。今後も多様な教育的ニー
ズに対しての支援の工夫・改善を図っ
ていく。 

 Ａ  Ａ 

新たな不登校を
生まない未然防
止の取組と組織
的・計画的な不
登校支援を行う
ことができたか。 

B 

児童の情報を職員が共通理解し、ス
クールカウンセラーやSSW等の関係機
関との連携を図り、子どもの居場所づく
りや、保護者への支援を行い、未然防
止につながった。次年度も『相談支援
パートナー』を活用しながら、保護者と
の連携を深めていく。 

 Ｂ  Ａ 

学校関係者評価委員によ
る意見 

保護者、関係機関と連携を図りながら、子どもたちのニーズに合わせ

組織的に支援していく。今後も、相談支援パートナーを活用し、不登校の

未然防止に当たる。 

 

 

 


